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の
説
明
も
重
要
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
「
教
室
内
の
授

業
時
間
外
に
お
け
る
安
全
配

慮
義
務
」
に
つ
い
て
小
國
隆

輔
弁
護
士
が
詳
論
し
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
事
件
で
、
保
護
者
が
監

督
義
務
者
と
し
て
の
義
務
を

怠
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
民

法
７
１
４
条
１
項
た
だ
し
書

に
よ
る
免
責
を
最
高
裁
判
決

と
し
て
初
め
て
認
め
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。

　
第
Ⅲ
章
「
運
動
中
・
学
校

行
事
中
の
事
故
」
で
は
、

「
水
泳
授
業
中
の
安
全
配
慮

義
務
」
に
つ
い
て
安
藤
尚
徳

弁
護
士
が
解
説
し
て
い
る
。

安
藤
弁
護
士
は
飛
び
込
み
に

よ
る
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
、

プ
ー
ル
の
底
に
頭
部
を
打
ち

付
け
る
こ
と
で
重
篤
な
障
害

や
死
亡
事
故
が
起
き
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
多
数
の
判
例

の
結
果
か
ら
、
水
中
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
な
ど
、
学
校
や
生

徒
の
実
態
に
応
じ
て
段
階
的

な
指
導
の
変
更
を
求
め
て
い

る
。
「
養
護
教
諭
の
義
務
」

に
つ
い
て
は
伊
藤
晃
弁
護
士

が
、
軽
微
な
障
害
の
処
置
と

専
門
医
の
側
へ
要
救
護
児
童

生
徒
を
引
き
渡
す
ま
で
の
処

置
に
あ
る
と
す
る
。
「
部
活

動
中
の
事
故
」
に
つ
い
て
は

平
沼
直
人
弁
護
士
が
、
典
型

判
例
は
、
何
ら
か
の
事
故
の

発
生
す
る
危
険
性
を
具
体
的

に
予
見
す
る
特
段
の
事
情
の

な
い
限
り
、
顧
問
の
教
諭
が

個
々
の
活
動
に
常
時
立
ち
会

う
べ
き
義
務
ま
で
は
な
い
と

判
示
す
る
旨
、
解
説
す
る
。

「
運
動
に
内
在
す
る
危
険
が

現
実
化
し
た
事
故
と
安
全
配

慮
義
務
」
に
つ
い
て
は
南
部

さ
お
り
教
授
が
、
柔
道
事
故

に
つ
い
て
、
事
故
発
生
を
未

然
に
防
止
す
べ
き
義
務
の
違

反
は
な
い
と
具
体
的
に
述
べ

る
。
「
天
災
事
故
と
安
全
配

慮
義
務
」
に
つ
い
て
は
蒔
田

覚
弁
護
士
が
、
落
雷
事
故
発

生
の
危
険
に
つ
い
て
、
予
見

可
能
性
が
あ
る
と
し
、
さ
ら

に
結
果
回
避
義
務
、
結
果
回

避
可
能
性
に
つ
い
て
審
理
を

尽
く
す
必
要
が
あ
る
と
し
て

原
審
差
戻
し
に
な
っ
た
事
例

に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
学
校

行
事
に
お
け
る
事
故
と
安
全

配
慮
義
務
」
に
つ
い
て
は
直

田
庸
介
弁
護
士
が
、
小
学
校

の
遠
足
中
に
公
園
で
の
昼
食

・
休
憩
中
、
公
園
内
の
崖
か

ら
転
落
し
た
事
故
に
つ
い

て
、
引
率
し
た
教
員
に
過
失

が
あ
っ
た
と
し
た
事
例
に
つ

い
て
述
べ
る
。

　
第
Ⅳ
章
「
生
活
指
導
・
懲

戒
権
行
使
、
人
格
権
等
に
関

す
る
事
故
」
で
は
、
「
暴
行

・
い
じ
め
に
対
す
る
安
全
配

慮
義
務
、
自
殺
・
死
亡
の
因

果
関
係
」
に
つ
い
て
小
賀
野

晶
一
名
誉
教
授
が
、
子
ど
も

の
自
殺
事
例
の
要
因
と
な
り

得
る
暴
行
・
い
じ
め
を
中
心

に
体
罰
や
懲
戒
に
及
び
検
討

し
て
い
る
。
「
懲
戒
権
行
使

の
際
の
有
形
力
の
行
使
、
体

罰
」
に
つ
い
て
は
伊
東
亜
矢

子
弁
護
士
が
、
学
校
教
育
法

11
条
た
だ
し
書
の
体
罰
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
「
保

護
者
の
教
員
に
対
す
る
人
格

権
侵
害
」
に
つ
い
て
は
前
田

俊
斉
弁
護
士
が
、
通
知
表
の

不
交
付
を
め
ぐ
る
ビ
ラ
の
配

布
行
為
が
名
誉
侵
害
の
違
法

性
を
欠
き
、
名
誉
感
情
侵
害

に
基
づ
く
慰
謝
料
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て

は
君
嶋
恵
弁
護
士
が
、
国
立

大
学
の
教
授
が
学
生
へ
教
育

指
導
の
過
程
で
行
っ
た
発
言

が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
す
る
違
法
な
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
民
法
７

０
９
条
、
国
家
賠
償
法
１
条

１
項
等
の
損
害
賠
償
を
認
め

た
判
決
を
取
り
上
げ
る
。

「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
に
つ
い
て
は
大
森
未
緒

弁
護
士
が
、
大
学
の
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
、
監
督
の

部
員
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
に

つ
い
て
、
不
法
行
為
該
当
性

を
認
め
た
判
決
を
解
説
す

る
。

　
第
Ⅴ
章
「
生
活
安
全
、
施

設
管
理
に
関
す
る
事
故
、
そ

の
他
」
で
は
、
「
給
食
ア
レ

ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
多
屋
紀

彦
弁
護
士
が
、
小
学
校
に
通

学
す
る
６
年
生
の
男
子
児
童

が
給
食
に
出
た
そ
ば
を
食
し

て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
発
症

し
、
帰
宅
途
中
に
喘
息
発
作

の
た
め
異
物
誤
飲
を
し
て
窒

息
死
し
た
事
案
に
つ
い
て
、

Ｙ
市
に
損
害
賠
償
を
認
め
た

事
件
に
つ
い
て
詳
論
す
る
。

「
乳
幼
児
の
事
故
―
乳
幼
児

突
然
死
症
候
群
を
中
心
に
」

に
つ
い
て
は
家
永
亮
保
育
園

長
が
、
保
育
所
で
生
後
１
年

２
カ
月
余
の
乳
幼
児
が
死
亡

し
た
事
故
に
つ
い
て
、
当
該

保
育
所
の
保
母
（
現
在
は
保

育
士
）
ら
の
過
失
が
争
わ
れ

た
が
、
死
因
は
乳
幼
児
突
然

死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
で

あ
り
、
保
育
士
ら
の
過
失
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
案
に

つ
い
て
述
べ
る
。
「
学
校
施

設
、
設
備
の
設
置
管
理
に
関

す
る
事
故
」
に
つ
い
て
は
石

原
博
行
弁
護
士
が
、
町
立
学

校
の
施
設
・
設
備
を
本
来
の

用
法
と
異
な
る
用
法
で
利
用

者
が
利
用
し
て
損
害
が
生
じ

た
場
合
に
、
当
該
施
設
・
設

備
が
、
本
来
の
用
法
に
使
用

す
る
限
り
は
安
全
で
あ
り
、

か
つ
、
当
該
利
用
者
の
異
な

る
用
法
が
施
設
管
理
者
で
あ

る
町
の
通
常
予
測
し
得
な
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
町
は
、
国

家
賠
償
法
２
条
１
項
の
損
害

賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
す

る
事
案
に
つ
き
解
説
し
て
い

る
。

　
い
ず
れ
も
実
務
に
精
通
し

て
い
る
筆
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
典
型
判
例
の
分
析
は
も

と
よ
り
、
類
似
判
例
や
関
連

判
例
、
下
級
審
の
運
用
を
含

め
広
く
問
題
を
分
析
し
て
お

り
、
小
論
文
と
い
っ
て
も
よ

い
よ
う
な
詳
細
な
も
の
も
多

い
。
特
に
学
校
事
故
で
は
、

学
校
教
育
制
度
の
根
幹
を
定

め
る
「
学
校
教
育
法
」
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や

文
部
科
学
省
令
を
は
じ
め
指

針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
制

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
学

校
事
故
を
取
り
扱
う
際
の
大

き
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
場

合
が
多
い
。

　
本
書
は
、
判
例
を
中
心
に

さ
ま
ざ
ま
な
条
例
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
に
も
広
く
言
及
し

て
お
り
、
実
務
家
に
と
っ
て

は
準
備
書
面
を
書
く
際
の
好

個
の
参
考
資
料
と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
書
物
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
法
律
実
務

家
だ
け
で
な
く
、
各
学
校
に

は
必
ず
本
書
が
置
か
れ
、
各

担
当
者
は
是
非
本
書
を
一
読

願
い
た
い
。
ま
た
、
企
業
の

方
々
に
も
参
考
に
し
て
頂
き

た
い
書
物
で
あ
る
。

　（
Ａ
５
判
／
４
０
０
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
24
年

９
月
20
日
発
行
、
税
込
４
６

２
０
円
）

　
本
書
は
、
保
険
毎
日
新
聞

社
か
ら
、
典
型
判
例
シ
リ
ー

ズ
「
実
務
理
論
　
事
故
法
大

系
」
と
し
て
刊
行
す
る
企
画

の
第
Ⅳ
巻
で
あ
る
。
こ
の
シ

リ
ー
ズ
は
、
民
事
事
件
を
対

象
に
、
事
故
法
を
形
成
す
る

膨
大
な
事
故
に
関
す
る
民
事

判
例
の
中
か
ら
典
型
判
例
を

精
選
し
、
実
務
理
論
を
提
示

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
本
書
の
は
し
が
き
に
あ

る
と
お
り
、
典
型
判
例
と

は
、
裁
判
例
の
う
ち
、
裁
判

所
の
法
創
造
機
能
が
顕
著
に

認
め
ら
れ
、
そ
の
後
の
判
例

お
よ
び
紛
争
処
理
実
務
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
を

い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書

が
実
務
家
に
と
っ
て
現
実
の

紛
争
処
理
機
能
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
を
主
た
る
目
的
に

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
は
、
ま
ず
実

務
の
基
本
と
な
る
典
型
判
例

を
取
り
上
げ
て
判
例
の
内
容

を
紹
介
し
、
次
に
典
型
判
例

の
分
析
を
行
い
、
さ
ら
に
典

型
判
例
に
類
似
す
る
判
例
、

関
連
す
る
多
く
の
下
級
審
判

例
や
指
針
を
紹
介
す
る
こ
と

で
典
型
判
例
の
実
務
で
の
位

置
付
け
と
そ
の
展
開
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
読
者
が
判

例
を
実
践
し
さ
ら
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
学
校
事
故
と
い

う
用
語
を
柔
軟
に
捉
え
、
広

く
授
業
中
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

学
校
行
事
等
に
つ
い
て
網
羅

し
、
い
じ
め
や
ア
カ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
社
会
的
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
や
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
）
の
よ
う
な
問
題
も
事
故

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
学
校
事
故
に
つ
い
て
は
、

児
童
・
生
徒
等
だ
け
で
な
く

教
育
に
あ
た
る
者
や
保
護
者

等
の
関
わ
り
が
極
め
て
強

い
。
こ
の
た
め
、
学
校
教
育

法
、
学
校
保
健
安
全
法
、
国

家
賠
償
法
、
民
法
等
の
法
令

だ
け
で
な
く
、
文
部
科
学
省

の
指
針
や
各
種
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
視
野
に
入
れ
た
詳
細

な
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
、
編
著
者
の
ほ

か
、
12
人
の
弁
護
士
と
大
学

教
授
、
保
育
園
園
長
が
執
筆

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
専

門
知
識
を
生
か
し
た
正
当
な

布
陣
を
な
し
て
い
る
。

　
第
１
章
「
概
論
」
で
は
石

原
博
行
弁
護
士
が
、
Ⅰ
「
学

校
事
故
の
現
状
」
、
Ⅱ
「
学

校
事
故
の
定
義
」
、
Ⅲ
「
学

校
事
故
の
特
質
」
、
Ⅳ
「
学

校
事
故
に
関
わ
る
主
な
法
令

・
指
針
等
」
、
Ⅴ
「
学
校
事

故
の
責
任
に
関
す
る
分
析
の

視
点
」
、
Ⅵ
「
学
校
事
故
に

関
わ
る
主
な
保
険
等
制
度
」

に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
。

　
こ
の
章
を
読
む
だ
け
で
、

学
校
事
故
が
起
き
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
事
例
と

向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、
ど

の
よ
う
な
法
律
、
条
例
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
問
題
と
な
る

の
か
な
ど
が
容
易
に
わ
か
る

優
れ
た
論
考
で
あ
る
。

　
第
Ⅱ
章
「
教
室
学
習
中
の

事
故
」
で
は
飯
田
豊
治
弁
護

士
が
、
「
教
室
内
の
授
業
時

間
中
に
お
け
る
安
全
配
慮
義

務
」
に
つ
い
て
解
説
。
こ
の

事
案
は
、
実
験
中
に
試
験
管

が
破
裂
し
ガ
ラ
ス
片
で
目
を

受
傷
し
た
と
し
て
、
損
害
賠

償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ

り
、
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た

方
法
と
は
異
な
る
方
法
で
実

験
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
認

定
し
、
実
験
の
方
法
に
関
す

る
大
学
教
授
の
意
見
書
を
踏

ま
え
て
、
安
全
配
慮
義
務
違

反
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
学
校
内
で
の
事
故
に
関

し
て
学
校
開
設
者
が
公
立
学

校
の
場
合
と
私
立
学
校
の
場

合
で
損
害
賠
償
義
務
を
負
う

法
的
根
拠
が
異
な
る
こ
と
、

国
立
大
学
法
人
等
が
設
置
す

る
学
校
に
つ
い
て
は
国
家
賠

償
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

詳
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
安

全
配
慮
義
務
に
関
す
る
判
例

に
つ
い
て
の
学
習
指
導
要
領

［評者］　

平
岩

敬
一（
弁
護
士
、桐
蔭
学
園
前
理
事
長
）

『（
典
型
判
例
シ
リ
ー
ズ
）実
務
理
論

　
事
故
法
大
系
Ⅳ
　
学
校
事
故
』

小
賀
野
晶
一
、平
沼
直
人　

編
著

書書　　評評

実
務
家
向
け
に
条
例
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
も
広
く
言
及

　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
シ
ュ

ア
ラ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
11
月
29

日
、
令
和
６
年
奥
能
登
豪

雨
の
被
災
者
の
支
援
を
目

的
に
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の

社
員
か
ら
義
援
金
を
募
る

と
と
も
に
、
同
社
か
ら
災

害
時
義
援
金
マ
ッ
チ
ン
グ

ギ
フ
ト
制
度
に
よ
る
拠
出

を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
で
総

額
約
１
０
７
６
万
円
を
石

川
県
と
社
会
福
祉
法
人
中

央
共
同
募
金
会
に
寄
付
し

た
と
発
表
し
た
。

　
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
グ
ル
ー
プ

社
員
か
ら
の
義
援
金
に
は

社
員
３
５
７
４
人
が
協

力
。
義
援
金
５
７
６
万
５

０
０
円
が
寄
せ
ら
れ
、
そ

こ
に
同
社
が
災
害
時
義
援

金
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
制

度
と
し
て
５
０
０
万
円
を

上
乗
せ
し
て
拠
出
し
、
石

川
県
に
義
援
金
と
し
て
１

０
０
０
万
円
を
、
社
会
福

祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会

（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
）
に
76
万
５
０
０
円
を

そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
た
。

　
同
社
の
災
害
時
義
援
金

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
制
度

は
、
国
内
・
海
外
の
所
定

の
自
然
災
害
・
大
規
模
災

害
を
対
象
に
、
社
員
か
ら

の
義
援
金
に
会
社
が
上
乗

せ
し
て
拠
出
を
行
う
も
の

で
、
制
度
創
設
か
ら
の
寄

付
累
計
は
１
１
１
件
、
８

億
９
３
０
３
万
２
４
６
５

円
（
社
員
か
ら
の
義
援
金

４
億
８
０
８
０
万
７
０
５

２
円
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ

ト
４
億
１
２
２
２
万
５
４

１
３
円 

）
に
上
り
、
社

員
29
万
６
９
９
１
人
が
参

加
し
て
い
る
。

奥
能
登
豪
雨
被
災
者
支
援
で
義
援
金

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
含
め
１
０
７
６
万
円
を
寄
付

ＭＳ＆ＡＤＨＤ


